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宮
島
詠
士
（
一
八
六
七
～
一
九
四
三
）
は
、
米
沢
藩
猪

苗
代
片
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
名
は
吉
美
、
通
称
は
大
八
。

号
は
勗
斎
、
別
号
に
詠
帰
山
人
、
詠
而
帰
廬
主
人
が
あ
り

ま
す
。
米
沢
藩
士
で
後
に
貴
族
院
議
員
と
な
っ
た
宮
島
誠

一
郎
を
父
に
も
ち
、
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
父
の
言

に
従
い
勝
海
舟
の
門
に
入
り
ま
し
た
。
一
三
年
、
清
国
公

使
の
随
員
で
あ
っ
た
黄
遵
憲
に
中
国
語
を
学
び
、
一
四
年
、

興
亜
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
翌
年
、
東
京
外
国
語
学
校

に
転
校
し
ま
し
た
が
、
一
八
年
に
は
廃
校
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
廃
校
後
の
処
遇
に
つ
い
て
、
英
語
、
独
語
、

仏
語
の
三
学
科
は
大
学
予
備
門
に
吸
収
さ
れ
る
一
方
、
露

語
、
支
那
語
、
朝
鮮
語
の
三
学
科
は
さ
れ
な
い
こ
と
に
激

怒
。
一
七
年
に
退
学
し
ま
し
た
。
中
国
の
文
物
を
尊
重
し

て
い
た
詠
士
に
と
っ
て
と
う
て
い
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ

と
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
作
品
の
大
意
は
、
忠
義
と
孝
行

を
宝
と
し
、
経
書
と
史
書
を
自
身
の
根
源
と
す
る
と
い
う

意
味
で
、
作
者
の
思
想
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
二
〇
年
、
か
ね
て
か
ら
の
願
望
で
あ
っ
た
留
学
の

た
め
横
浜
港
を
発
ち
、
張
裕
釗
（
字
は
廉
卿
、
一
八
二
三

～
九
四
）
の
門
を
叩
き
ま
し
た
。
裕
釗
は
清
朝
末
期
を
代

表
す
る
碑
学
派
の
書
家
で
あ
り
、
文
学
者
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
裕
釗
の
そ
ば
で
経
史
や
文
学
を
学
び
、

書
は
師
の
書
法
を
基
礎
と
し
て
自
己
の
書
法
を
形
成
し
て

い
き
ま
し
た
。
張
猛
龍
碑（
図
1
）に
大
き
く
影
響
を
受
け
、

に
じ
み
を
伴
っ
た
独
特
の
書
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
作

品
は
「
庚
午
」
の
年
紀
か
ら
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
数

え
年
六
四
歳
の
作
と
知
ら
れ
ま
す
。
こ
の
特
徴
的
な
に
じ

み
は
書
法
が
筆
力
と
墨
量
と
に
大
き
く
か
か
わ
る
と
こ
ろ

か
ら
発
し
て
い
ま
す
。

一
幅
・
昭
和
五
年

「
筆
力
紙
背
に
透
る
」
と
い
う
形
容
が
あ
り
、
書
道
を
入

木
道
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
雨
宿
り
の
際
、
水
が
屋

根
裏
の
板
を
貫
き
に
じ
み
出
て
く
る
の
を
見
て
、
張
裕
釗

が
常
に
溢
れ
る
よ
う
な
墨
量
で
書
し
、
中
鋒
を
重
ん
じ
て

い
た
理
由
を
悟
り
ま
し
た
。
そ
の
書
法
の
上
に
「
孝
」
の

第
三
画
の
起
筆
部
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
表
現
を
加
え
、
独

自
の
書
を
確
立
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
明
治
二
七
年
、
張
裕
釗
が
没
し
、
西
安
か
ら
帰
国
後
は

『
論
語
』
先
進
扁
の
「
詠
而
帰
」
の
語
を
典
拠
と
し
て
字

を
詠
士
と
し
、
中
国
語
な
ど
を
教
え
る
私
塾
を
詠
帰
舎
と

名
付
け
て
開
設
し
ま
し
た
。
の
ち
に
こ
の
私
塾
を
善
隣
書

院
と
改
称
し
て
移
転
拡
張
し
、
中
国
関
係
の
外
交
官
や
商

社
マ
ン
育
成
の
場
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
書
を
東
ア
ジ
ア
の
学
問
や
教
養
の
中
核
と
捉
え
、
書
家

と
い
う
枠
に
は
収
ま
ら
な
い
宮
島
詠
士
。
東
京
帝
国
大
学

文
学
部
講
師
に
就
任
す
る
な
ど
、
中
国
語
教
育
を
中
心
に

人
材
の
育
成
に
努
め
、
日
中
の
友
好
を
深
め
る
土
壌
を
つ

く
り
ま
し
た
。
弟
子
の
上
條
信
山
は
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
ま
す
。「
先
生
は
あ
く
ま
で
も
学

者
で
あ
り
、思
想
家
で
あ
り
、真
の
国
士
で
あ
っ

た
。」

一
四
六
七
×
三
二
八
㎜

図
1
　
張
猛
龍
碑
「
孝
」「
史
」
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た
。
死
因
は
刺
客
に
襲
撃
さ
れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、

良
経
が
幼
少
よ
り
病
弱
な
一
面
を
有
し
、
今
日
で
は
病
死

と
す
る
見
方
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。

　
良
経
は
文
学
面
で
の
活
躍
が
特
筆
さ
れ
る
。
藤
原
定
家

撰
の
『
百
人
一
首
』
で
は
、「
き
り
ぎ
り
す
な
く
や
霜
夜

の
さ
む
し
ろ
に
衣
か
た
し
き
ひ
と
り
か
も
ね
む
」（
き
り

ぎ
り
す
の
鳴
く
霜
降
る
夜
の
寒
い
〈
狭さ

む
し
ろ筵

〉
に
、
わ
が
衣

の
袖
を
片
敷
い
て
一
人
寂
し
く
寝
る
こ
と
だ
ろ
う
な
あ
）

の
一
首
が
有
名
。
恋
の
歌
を
思
わ
せ
る
こ
の
一
首
は
、『
新

古
今
和
歌
集
』
で
は
巻
五
秋
下
に
収
録
す
る
。

　
後
鳥
羽
院
は
宮
廷
和
歌
の
復
興
は
王
朝
盛
時
へ
の
回
帰

に
つ
な
が
る
も
の
と
希
求
し
、『
新
古
今
和
歌
集
』
の
勅

撰
を
企
図
し
た
。
建
仁
元
年
〈
一
二
〇
一
〉
に
和
歌
所
が

設
置
さ
れ
る
と
、
良
経
は
源
通
親
・
慈
円
・
藤
原
定
家
と

と
も
に
寄よ

り
う
ど人（

和
歌
の
選
定
の
こ
と
を
司
る
。
召め

し
う
ど人

と
も
）

に
選
ば
れ
た
。『
新
古
今
和
歌
集
』
の
良
経
の
入
集
歌
は
、

西
行
・
慈
円
に
次
ぐ
第
三
位
で
七
十
九
首
を
計
上
す
る
。

　
こ
こ
で
、
良
経
の
書
を
眺
め
て
み
よ
う
。

　
①
後
京
極
良
経
筆
詩
懐
紙
　
一
幅

　
　（
三
井
記
念
美
術
館
蔵
）
～
図
1

　
②
後
京
極
良
経
筆
書
状
　
一
幅

　
　（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
・
重
要
文
化
財
）
～
図
2

　
③
後
京
極
良
経
筆
書
状
　
一
幅

　
　（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
・
重
要
文
化
財
）

　
④
後
京
極
良
経
筆
般
若
経
理
趣
品
　
一
巻

　
　（
仁
和
寺
蔵
・
重
要
文
化
財
）
～
図
3
　

　
右
の
四
点
は
す
べ
て
自
筆
本
と
し
て
容
認
さ
れ
る
も
の
。

　
ま
ず
、
①
に
注
目
し
た
い
。
本
紙
寸
法
は
縦
三
一
・
七

セ
ン
チ
、
横
五
〇
・
七
セ
ン
チ
。
そ
の
書
は
筆
力
を
内
に

秘
め
た
見
事
な
和
様
で
一
篇
の
漢
詩
が
墨
書
さ
れ
て
お
り
、

「
左
近
衛
大
将
良
経
」
の
署
名
が
付
さ
れ
る
。
本
紙
に
は

本
文
に
対
し
て
抹
消
、加
筆
修
正
が
施
さ
れ
、こ
れ
に
よ
っ

て
本
詩
懐
紙
は
草
稿
本
と
思
わ
れ
る
。

　
懐
紙
の
題
に
、「
宮
花
不
限
年
」
と
あ
り
、
七
言
律
詩
に

よ
っ
て
宮
中
の
桜
を
詠
じ
た
宮
廷
賛
歌
と
も
い
え
る
。
書

風
か
ら
見
て
、
祖
父
・
藤
原
忠
通
自
筆
の
書
状
（
東
京
国

立
博
物
館
蔵
）
や
、
書
状
案
（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
と
比

較
し
て
明
ら
か
に
書
流
の
継
承
が
認
め
ら
れ
、
本
懐
紙
は

さ
ら
に
丈
長
で
整
っ
た
新
鮮
な
書
風
を
確
立
す
る
。
書
道

史
で
は
後
京
極
流
の
名
で
呼
ば
れ
、尊
円
親
王
の
書
論『
入

木
抄
』（
日
本
思
想
大
系
23
『
古
代
中
世
芸
術
論
』）
で
は
、

　
　�

法
性
寺
関
白
出
現
之
後
、
天
下
皆
一
向
此
様
に
成
て
、

後
白
川
院
以
来
時
分
如
此
。
剰

あ
ま
つ
さ
へ、
後
京
極
摂
政
相
続

之
間
、
弥
此
風
盛
也
。

　
後ご
き
ょ
う
ご
く
よ
し
つ
ね

京
極
良
経
〈
一
一
六
九
ー
一
二
〇
六
〉
は
、
姓
藤
原

氏
、
九
条
良
経
と
も
。
父
は
九
条
兼
実
、
母
は
藤
原
季
行

の
女
。
幼
名
は
乙
童
、
乙
若
、
元げ

ん
ぷ
く服

（
昔
の
男
子
の
成
人

式
）
後
に
良
経
と
名
乗
り
、
中
御
門
摂
政
ま
た
後
京
極
殿

と
称
さ
れ
た
。

　
文
治
四
年
〈
一
一
八
八
〉、
同
母
兄
の
良
通
が
二
十
二

歳
で
頓
死
し
た
。
父
兼
実
は
こ
の
良
通
の
才
気
あ
ふ
れ
る

人
物
に
嘱
望
し
て
い
た
が
、
そ
の
死
後
は
、
九
条
家
の
嫡

男
と
し
て
良
経
に
期
待
を
寄
せ
た
。

　
叔
父
・
慈
円
の
著
し
た
史
書
『
愚
管
抄
』
で
は
、
兄
良

通
は
天
下
周
知
の
傑
出
し
た
才
人
で
あ
り
、
弟
の
良
経
も

ま
た
詩
歌
・
能
書
と
も
に
昔
に
恥
じ
る
も
の
で
な
く
、
政

理
（
政
治
を
執
り
行
う
こ
と
）・
公
事
は
父
祖
を
継
承
し

て
い
る
と
伝
え
る
。

　
良
経
は
、治
承
三
年
〈
一
一
七
九
〉
元
服
し
て
従
五
位
上
、

文
治
元
年
〈
一
一
八
五
〉
に
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
、
そ
の

後
、
権
中
納
言
・
権
大
納
言
に
進
み
、
左
近
衛
大
将
を
兼
ね
、

建
久
六
年
〈
一
一
九
五
〉
に
内
大
臣
と
な
る
。
そ
の
翌
年

十
一
月
、
兼
実
が
政
変
に
よ
り
失
脚
す
る
と
、
そ
れ
は
良

経
に
も
波
及
し
、
以
後
籠
居
の
身
と
な
り
、
同
九
年
に
は

大
将
を
止
め
ら
れ
た
。
三
年
後
に
は
勅
勘
が
解
か
れ
て
左

大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
、
建
仁
二
年
〈
一
二
〇
二
〉、
兼
実
の

失
脚
を
演
出
し
た
源
通
親
の
死
を
契
機
に
氏
長
者
・
摂
政

と
な
り
、
元
久
元
年
〈
一
二
〇
四
〉
に
は
従
一
位
・
太
政

大
臣
と
な
る
が
、
翌
年
大
臣
お
よ
び
氏
長
者
を
辞
し
た
。

　
そ
の
翌
年
、
建
永
元
年
〈
一
二
〇
六
〉
三
月
七
日
の
早

朝
、
良
経
は
自
邸
で
就
寝
中
に
急
死
、
三
十
八
歳
で
あ
っ

古
　
谷
　
　
稔

新
・
本
朝
能
書
伝
　

8

後
京
極
良
経

図1　後京極良経筆詩懐紙
（三井記念美術館蔵）
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と
、
良
経
書
の
流

行
ぶ
り
を
称
え
て

い
る
。

　
本
文
の
行
間
に

書
き
入
れ
が
あ
り
、

そ
の
筆
致
か
ら
推

し
て
父
・
兼
実
の

添
削
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
を
物
語

る
も
の
が
、
そ
の

日
記
『
玉
葉
』
の

建
久
二
年
〈
一
一

九
一
〉
三
月
十
四

日
条
に
示
さ
れ
る
。

同
日
の
明
け
方
、

兼
実
が
宮
中
に
お

い
て
女
房
ら
と
と

も
に
良
経
を
伴
っ

て
観
桜
の
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
て
い
る
。
時
に
良
経
は
二
十
三
歳
。
こ
の
日

の
前
日
、
後
鳥
羽
天
皇
の
中
宮
任
子（
兼
実
の
女
。建
久
元

年
正
月
に
入
内
）
は
す
で
に
内
密
に
観
桜
を
遂
げ
て
い
た
。

　
そ
こ
に
は
、
兼
実
・
良
経
と
も
ど
も
、
道
長
・
頼
通
ら

が
築
い
た
摂
関
家
に
よ
る
外
戚
政
治
の
復
活
を
期
し
、
栄

耀
栄
華
の
再
現
を
夢
想
し
て
い
る
よ
う
に
も
推
察
さ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
詩
歌
会
に
向
け
て
懐
紙
の
草
稿
本
は

残
っ
た
も
の
の
、
実
際
に
清
書
本
が
提
出
さ
れ
る
は
ず
の

詩
歌
会
は
開
催
さ
れ
ず
じ
ま
い
と
な
っ
た
。
そ
の
事
情
の

詳
細
は
拙
稿
（『M

U
SEU

M

』
四
九
八
号
）
を
参
照
さ

れ
た
い
。

　
良
経
の
背
後
に
は
絶
え
ず
父
兼
実
の
存
在
が
浮
き
彫
り

に
さ
れ
、
嫡
男
に
対
す
る
熱
い
眼
差
し
が
窺
え
る
。

　
他
の
一
例
と
し
て
、
②
の
書
状
に
目
を
転
ず
る
と
、
冒

頭
に
「
道
家
装
束
事
云
々
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
良
経
の
子
・

道
家
の
元
服
に
関
す
る
も
の
。
そ
の
儀
式
に
あ
た
り
、
当

日
に
着
用
す
べ
き
装
束
や
典
故
に
つ
い
て
良
経
が
父
兼
実

に
問
い
合
わ
せ
た
の
が
、
こ
の
書
状
で
あ
る
。
長
い
文
面

で
判
読
困
難
な
部
分
も
あ
る
が
、
本
状
で
は
良
経
自
身
の

書
状
に
対
し
て
、
返
信
と
し
て
、
兼
実
が
じ
か
に
書
状
の

行
間
に
懇
切
に
回
答
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
受

理
し
た
書
状
の
紙
面
に
返
事
を
書
き
込
ん
だ
も
の
を
勘
返

状
と
呼
ん
で
い
る
。

　
そ
れ
は
③
の
書
状
で
も
同
様
の
書
式
が
採
ら
れ
て
い
る
。

良
経
が
院
の
御
所
に
お
け
る
藤
原
俊
成
の
九
十
賀
宴
に
関

す
る
故
実
を
問
い
た
だ
し
た
書
信
に
対
し
て
、
本
状
で
は

兼
実
自
身
の
返
報
が
末
尾
に
五
行
に
書
さ
れ
て
い
る
。

　
④
は
巻
末
に
良
経
自
身
が
建
仁
二
年
〈
一
二
〇
二
〉
正

月
十
六
日
の
奥
書
を
付
し
た
写
経
で
、
前
年
の
十
二
月
九

日
に
兼
実
の
妻
（
良
経
の
母
）
が
没
し
て
お
り
、
そ
の
母

の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
筆
を
執
っ
た
も
の
。「
ひ
ら
み
た

る
」
字
形
と
粘
り
あ
る
筆
致
で
構
成
さ
れ
た
そ
の
書
風
は
、

法
性
寺
流
の
一
特
徴
と
見
な
さ
れ
、
忠
通
の
書
流
を
彷
彿

と
さ
せ
る
。

　
懐
紙
・
書
状
・
写
経
で
は
そ
れ
ぞ
れ
書
写
の
目
的
を
異

に
し
、
同
一
人
物
で
あ
り
な
が
ら
微
妙
に
書
風
に
変
化
を

見
せ
る
が
、
い
ず
れ
も
鎌
倉
初
期
の
書
道
史
上
の
一
典
型

を
垣
間
見
る
よ
う
だ
。

　
な
お
、
江
戸
末
期
の
古
筆
了
仲
編
『
新
撰
古
筆
名
葉

集
』
に
は
、「
後
京
極
良
経
公
」
の
項
目
に
お
い
て
、
古

筆
切
と
し
て
興
福
寺
縁
起
を
書
写
し
た
「
興
福
寺
切
」
以

下
、
二
十
一
点
が
掲
げ
ら
れ
、
す
べ
て
が
伝
称
と
は
い
え
、

近
世
に
お
け
る
良
経
書
の
愛
好
ぶ
り
が
捉
え
ら
れ
よ
う
。

（
東
京
国
立
博
物
館
名
誉
館
員
　
ふ
る
や
　

み
の
る
）

図
2
　
後
京
極
良
経
筆
書
状

（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

図3　後京極良経筆般若経理趣品（部分）
（仁和寺蔵・小松茂美編『日本書蹟大鑑』

講談社�より転載）



館蔵品展「白と黒のコントラスト」
2月1日〜 4月23日
・余白の白と墨の黒が互いに引き立て合った作品を展示。

館蔵品展「書の魅力」
4月26日〜 7月9日
・書の様々な魅力を紹介し、鑑賞方法を提案する展覧会。

企画展「おののとうふう」
7月14日〜 9月18日
・子どもにもわかりやすく小野道風を紹介。
・ワークショップを実施。

特別展
「人と書」

9月23日
〜10月29日
・平安時代から
現代までの
書の名品を展示。

・講演会を実施。

4

発
行
日
　

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

館蔵品展「書の魅力」

　「書の魅力」展では、道風記念館が所蔵する近現代書作品のなかで、
選りすぐりの作品を展示します。書は、紙に筆で文字を書くという、
シンプルな活動によって生まれる芸術ですが、その表現は実に多彩
です。書表現の多彩な魅力を知っていただきたいと思います。
　この展覧会では、その作品の魅力をより感じられるように、いく
つかの鑑賞の視点を提示しながら書作品をご紹介します。まず視点
を絞って鑑賞してみてください。作品に愛着が湧いてきます。そし
て次にその絞った視点を取り払って自由にご鑑賞いただくと、ひと
つの作品がもつ様々な魅力が感じられ、きっと、「書は面白い。」と
思っていただけることでしょう。

◆会　期　　　令和5年4月26日（水）〜 7月9日（日）
◆観覧料　　　一般　100円、高校・大学生　50円、中学生以下　無料
◆休館日　　　月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）
◆展示品解説　5月13日（土）、6月11日（日）
　　　　　　　①10:30〜11 :00　②14:00〜14 :30

「書にふれる、はじめての講座」
6月〜 7月　

臨書講座
5月〜 7月　

講　座
展覧会

※内容・会期等を変更することがあります。

令和5年度　スケジュール（前期）

展覧会案内

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

常設展示　小野道風をはじめとする平安時代の書について


